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一般書
山中伸弥先生に、人生と iPS
細胞について聞いてみた
山中 伸弥／著　緑 慎也／聞き手
講談社

　決してエリートではなかった。
「ジャマナカ」とばかにされ、臨
床医をあきらめた挫折から研究は
始まった…。iPS 細胞作製に成功
し、ノーベル医学・生理学賞を受
賞した男が、研究人生の全てを初
めて明かす。

３日㈪，10日㈪，13日㈭，17日㈪，
23日㈰，24日㈪，29日㈯～１月３日㈭

高梁中央図書館
（☎�2912）

開館時間  9:00～17:00  休館日

　開館時間　9:00～17:00　　休館日　毎週月曜日，29日㈯～１月３日㈭成 羽 図 書 館
（☎�2589）

今月のおすすめ

今月のおすすめ

ちいさいこのへや 図書館2階　14:30から

小学校低学年までが対象で参加無料。
親子での参加も歓迎です。

移動図書館

11日火
有漢農業構造改善センター前　14:30～15:00
有漢生涯学習センター前　　　15:10～15:30
落合雇用促進住宅高梁宿舎前　16:20～16:50

14日金

玉川地域市民センター前　11:00～11:30
落合地域市民センター前　13:00～14:00
中国電力社宅前　　　　　14:30～15:00
松原地域市民センター前　15:30～16:00

18日火
津川地域市民センター前　11:00～11:30
高倉地域市民センター前　13:00～13:30
川面地域市民センター前　14:00～14:30

20日木 川上児童館前　　　　　　14:15～15:15
備中地域局前　　　　　　15:45～16:45

21日金

巨瀬地域市民センター前　10:30～11:00
中井地域市民センター前　13:00～13:30
宇治地域市民センター前　14:30～15:00
落合中二公会堂前　　　　16:00～16:30

児童書
ちょっとだけまいご
クリス・ホートン／作　木坂 涼／訳
ＢＬ出版

　巣から落ちて迷子になったちび
フクロウ。そこに居合わせたリス
が一緒にママを探してくれること
に。「ぼくのママはね、すごーく大
きいんだ。こーんなに」ちびフク
ロウのジェスチャーをヒントにリ
スが連れていった先は…？

一般書
お友だちからお願いします
三浦 しをん／著
大和書房

　「お友だちからお願いします」
と言ったことも言われたこともな
い。友だちってのは、気づいたら
なっているものだ…。どこを切っ
てもミウラシヲン（よそゆき仕様・
自社比）が迸

ほとばし

るエッセイ集。

移動図書館「うぐいす号」

４日火
18日火

老人ホーム成羽川荘　　　 8 :45～ 9 :00
成羽公民館中分館　　　　 9 :20～ 9 :40
成羽公民館吹屋分館　　　10:10～10:30
成美保育園　　　　　　　11:00～11:10
鶴鳴保育園　　　　　　　11:15～11:25
黒川商店（日名地区）　　11:35～11:50

１日土 ビデオ「マッチ売りの少女」

８日土
おりがみあそび「リース」
おはなし会
（ボランティアグループ『おはなしたまてばこ』）

15日土 クリスマス会
（ボランティアグループ『ふきのとう』）

22日土 きりがみあそび「プチツリー」

だより 月12

≪お知らせ≫
11月27日（火）～11月30日（金）まで、図書
整理のため、臨時休館します。
12月のえほんのよみきかせは休みます。
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地
名
を
あ
る
く

時
代
の「
倭わ

名み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ
う

抄し
ょ
う」と

い
う
百
科
辞

書
に
、
備
中
国
下
道
郡
十
五
郷
の
う
ち

の
一
つ
と
し
て「
近
似（「
知ち

加か

乃の

里り

」と

和
訓
が
付
け
ら
れ
て
い
る
）」
と
い
う
郷

名
と
し
て
出
て
き
て
い
ま
す
。「
近
似

郷
」
の
位
置
は
、
現
在
の
落
合
町
近
似

や
高
倉
町
、
松
原
町
一
帯
が
比
定
さ
れ

て
い
ま
す
（「
大
日
本
地
名
辞
書
＝
吉
田

東
吾
」）。
そ
し
て
、
中
世
、
室
町
時
代

の
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
の
記
録
を
文

禄
五
年
（
一
五
九
六
）
に
写
し
た
も
の
と

い
わ
れ
る
「
吉
備
津
宮
惣そ
う

解げ

文ぶ
み

」（
吉
備

津
神
社
文
書
＝
「
岡
山
県
古
文
書
集
」）

の
中
に
「
河
上
郡
六
郷
」
と
し
て
「
近
似

郷　

大
麦
小
麦
百
石　

山
城
秋
平
」
と

書
か
れ
て
い
て
、
当
時
「
近
似
郷
」
は

山
城
秋
平
と
い
う
人
が
代
表
と
な
っ
て
、

吉
備
津
宮
に
納
め
て
い
る
の
で
す
。

　

近
世
に
な
る
と「
近
似
村
」と
な
り
毛

利
の
支
配
か
ら
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）

か
ら
幕
府
領
、
元げ
ん

和な

三
年
（
一
六
一
七
）

松
山
藩
領
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に

は
再
び
幕
府
領
、
同
八
年
に
は
再
び

松
山
藩
領
と
な
り
明
治
を
迎
え
て
い

ま
す
。
松
山
藩
領
時
代
の
「
近
似
村
」

は
、「
正

し
ょ
う

保ほ
う

郷ご
う

帳ち
ょ
う」（

正
保
二
、三
年
頃
）

で
は
二
六
五
石
余
り
と
な
っ
て
い
て
、

枝
村
と
し
て
大
瀬
村
、
肉
谷
村
、
肉

谷
の
う
ち
大
瀬
村
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

「
備
中
誌
」（
嘉
永
年
間
＝
一
八
四
八
〜

一
八
五
三
）に
よ
る
と
、
枝
村
に
大
瀬
と

竜
王
を
あ
げ
、
石
高
五
六
四
石
余
り
、

戸
数
一
二
〇
軒
、
人
数
五
三
五
人
、
東

西
一
八
町
（
一
九
六
二
㍍
）、
南
北
一
里

二
〇
町（
約
六
㌔
㍍
）と
書
い
て
い
ま
す
。

庄
屋
は
平
松
松
三
郎
（「
備
中
村む

ら

鑑か
が
み」）、

そ
し
て
松
山
藩
時
代
に
は
陰
地
、
日
向

山
、
八
長
山
、
大
谷
山
、
大
砂
山
な
ど

に
藩
有
林
が
あ
っ
て
、
山
番
が
管
理
し

て
い
た
（「
増
補
版
高
梁
市
史
」）。
天
明

三
年
（
一
七
八
五
）
に
、
山
の
楮こ
う
ぞは
藩
の

御お

留と
め

楮こ
う
ぞに
指
定
さ
れ
て
い
て
、
松
山
藩

が
和
紙
の
原
料
を
い
か
に
大
切
に
し
て

い
た
か
が
分
か
る
の
で
す
。

　

幕
末
の
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
は

山
田
方
谷（
元
締
役
兼
吟
味
役
）が
藩
政

改
革
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
一
環
と

し
て
鉄
山
の
振
興
を
図
り
、
こ
の
地
に

鍛
冶
屋
町
を
つ
く
り
鍛
冶
屋
二
十
数
戸

を
集
め
、
農
具
・
釘く
ぎ

・
稲
扱こ

ぎ
な
ど
を

生
産
さ
せ
利
益
を
上
げ
た
（「
増
補
版
高

梁
市
史
」）と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
近
似
」
に
は
神
社
仏
閣
も
古

い
歴
史
を
持
つ
も
の
が
多
く
、
地
域
の

歴
史
の
古
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。
鍛
冶
屋
に
は
城
主
の
祈
願
所
と

な
っ
た
天
台
宗
の
蓮れ
ん

華げ

寺
が
、
陰
地
か

ら
城
下
町
を
見
落
と
す
場
所
に
は
真
言

宗
大
福
寺
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
玄げ

ん

賓ぴ
ん

僧そ
う

都ず

の
木
像
が
伝
わ
る
延
徳
二
年

（
一
四
九
〇
）
創
立
の
松
林
寺
が
あ
り
、

付
近
に
は
玄
賓
谷
が
あ
っ
て
、
中
世
の

土
仏
が
出
土
す
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

下
組
に
は
寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）
創

建
の
大
本
八
幡
宮
が
あ
っ
て
、
花か

山ざ
ん
の

院い
ん

（
九
六
八
〜
一
〇
〇
八
）御ご

幸こ
う

の
と
き
、
山

城
国
石い

わ

清し

水み
ず

八
幡
の
分
霊
を
勧
請
し
た

も
の
と
伝
え
ら
れ
近
似
、
阿
部
、
玉
、

下
切
、
原
田
、
川
乱
、
春
木
、
神
原
、

田
井
、
肉
谷
な
ど
各
村
の
産う

ぶ
す
な土

神
だ
っ

た
（「
備
中
誌
」）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
松
山
藩
主
の
鎮
守
と
し
て
保
護

さ
れ
、
山
城
国
稲
荷
山
に
鎮
座
し
て
い

た
稲
荷
社
の
分
霊
を
花
山
院
御
幸
の
際

に
勧
請
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
、
寛
弘
元

年
創
立
の
稲
荷
神
社
が
あ
り
ま
す
。
高

瀬
舟
の
船
頭
や
城
下
町
の
商
売
繁
盛
の

神
と
し
て
、
ま
た
農
業
の
神
と
し
て
毎

年
十
二
月
の
祭
り
に
は
中
国
地
方
一
円

か
ら
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
に
ぎ
わ
っ

た
の
で
す
。
以
前
、
稲
荷
前
に
は
城
下

町
と
を
つ
な
ぐ
渡
し
舟
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
近
似
」
と
い
う
地
名
は
、
平
安
時
代

か
ら
あ
っ
た
地
名
で
す
が
、
中
世
に
は

「
近ち
か

則の
り
の

庄し
ょ
う」と

も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
近
」
は
近
い
と
い
う
意
味
で
「
似の

り

（
則
）」は
傾
斜
地
を
意
味（「
字
通
」）す
る

こ
と
か
ら
考
え
る
と
、「
里
に
近
い
斜
面

の
と
こ
ろ
」
を
意
味
す
る
地
名
な
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
現
代
の
字
面
で
歴
史
を

考
え
る
の
は
危
険
な
の
で
す
が
、「
ツ
カ

ノ
ビ
（
塚
伸
）」
の
転
化
だ
と
い
う
説
（
新

人
物
往
来
社「
日
本
地
名
語
源
辞
典
」）も

あ
り
ま
す
が
、
と
に
か
く
難
読
地
名
の

一
つ
な
の
で
す
。（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

　
「
近ち

か
の
り似
」
は
、
平
成
十
四
年
、
広
報
た

か
は
し
十
月
号
の「
地
名
さ
ん
ぽ
」で
取

り
上
げ
ま
し
た
が
、
内
容
も
浅
く
、
不

十
分
だ
っ
た
の
で
再
び
書
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
「
近
似
」
は
、
現
在
高
梁
市
落
合
町

の
大
字
地
名
で
、
高
梁
川
右
岸
に
沿
っ

て
北
か
ら
鍛
冶
屋
町
、
日
名
、
奥
、
陰お
ん

地じ

、
下
組
な
ど
の
集
落
が
あ
り
ま
す
。

　
「
近
似
」
と
い
う
地
名
は
、
古
く
平
安

八
十
五　

 

落
合
町
近
似

国道484号ループ橋から近似方面を望む

【お詫びと訂正】９月号 21ページに誤りがありました。お詫びして訂正します。
　　　　　　　　２段目左から 11行目のルビ
　　　　　　　　（誤）ばんとうやく→（正）ばんがしらやく


